
　元来、医師はエビデンスを元に患者の治療にあたる。重要なのはそのエビデンスの質である。そこで我々は、臨床で直面する白内障の
諸問題を、いわゆる個人的な感想や不十分なデータによる評価ではなく、臨床研究をもとにした確固たるエビデンスを元に解決する白内
障エビデンスクラブを立ち上げた。メンバーは、白内障分野でこれまで十分実績を上げてきた臨床研究のエキスパートたちである。
　エビデンスクラブの第３回目のテーマは、角膜形状異常眼とした。
　今回のセミナーは、２部構成になっている。前半では６月に実施した“角膜形状異常眼についての座談会”のサマリーを、各演者から簡潔
にお話しいただく。より詳しい内容をご所望の先生は座談会の映像を参照いただきたい。後半では、エビデンスクラブのメンバーから、
眼軸長測定機器、眼内レンズについて、明日から役に立つ情報をお届けする。
　本セミナーが先生方の明日からの臨床に応用できるエッセンスとなれば幸いである。
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Vol.3白内障エビデンスクラブ白内障エビデンスクラブ
角膜形状異常眼の白内障手術

第76回日本臨床眼科学会
モーニングセミナー 2　（MS2）
日時：2022年 10月 14日（金）7 : 30～8 : 30
会場：第 6会場 （東京国際フォーラム　Dブロック 7F　ホール D7）
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